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 新しい年になり少しは平和な日々が訪れることを、願いながら毎日を過ごしていま

すが、中々、願いが叶うまで行きません。新しい年が、子どもに取って、良い年にな

るように、とまではかないそうにありませんが、日々、小牧幼稚園の子どもは、寒さ

に負けずに、幼稚園の活動が造形まつりバージョンになるなか、今日も、園庭で「創

作」活動に励んでいます。先生たちが用意し、子どもにこんな様子、活動をして欲し

いと思ってる以上に、前向きに動き回っているようで、そんな姿を見て喜び驚く先生

の声が、２階の職員室まで響いてきます。 

 ３学期は短い期間ですので、少しでも有意義な時間を持ちたいと願っています。特

にみどり組は最後の３学期として、思い出作りに励みつつも、４月からの小学校生活

に不安を感じながらも、私にランドセルの話や、小学校へ見学に行った話を楽しそう

にしてくれます。毎年、ラピオのアリーナで小中学校生の選抜されたの作品が展示さ

れていますが、小牧幼稚園卒園生の作品が多く展示されるため見学に行きますが、な

ぜか？学年が上がってくると、展示作品

が減ってくるようです。１年生の時の製

作は、幼稚園の時の製作の１年後とし

て、「見えます」が数年たつと、幼稚園

生活が見えてこなくなり、それは「成

長」なのか学校生活に慣れてきて良かっ

たのか？ 

 いつまでも幼稚園児の顔では無くなっ

ていく、少し淋しさも有ります。 

 大寒も終わりもうすぐ春です。「冬来たりならば、春遠からじ」イギリスの詩人シ

ェリーは言います。「苦しい時期を耐え抜けば、やがて幸せが巡ってくる」という期

待を込めた例えでよく使われます。昨年の１月号でお知らせしました、輪島から小牧

幼稚園に来て働いていた先生から年賀状を頂きました。実家周辺は変化がなく、両親

は金沢での避難生活が続いているとことです。また、今日の新聞には２０２４年、小

中高生の自殺が過去最多の見出しがありました。「春遠からじ」やがて幸せが巡って

くる、明日があるのか、心配な日々が、まだまだ続くようです。 

 



２・３月給食メニュー 

２月 ４日（火） 手作りコロッケ 黒糖クロワッサン 果物 

   ６日（木） ハヤシライス 果物 

   ７日（金） 麻婆豆腐 ご飯 果物 

  １３日（木） ひじきご飯 果物 

  １４日（金）  造形まつり準備のため半日保育 

  １８日（火） 鶏の唐揚げ クロワッサン 果物  

  ２０日（木） けんちん汁 ご飯 果物 

  ２５日（火） デニシュパン ソーセージ 果物 

  ２７日（木） 中華飯 果物 

  ２８日（金） 豚汁 ご飯 果物 

３月 ４日（火） クロワッサン フランクフルト 果物 

   ６日（木） 焼きそば ご飯 果物 

   ７日（金） 五目御飯 果物 

  １１日（火） カレーライス 果物 （みどり組、最後のごはん給食、カレー

ライスです。） 

  １８日（火） デニシュパン ソーセージ 果物 

〈食材の都合で、メニューの変更もあります。 

長い間、果物を届けて頂いた幼稚園西側にある魚美津商

店が当分の間、休業となりました。時期により、メロンや

夏のスイカなどが楽しみでしたが、残念です。長期にわた

りお世話になったことを感謝しつつ再開されることを祈っ

ています。〉 

 

☆遅くなりましたが、バザーの協力ありがとうございました。収益は２７８，２３６

円となりました。献金先の詳細は後日お知らせします。すでに、赤い羽根共同募金に

２８、７４０円、小牧キリスト教会へ４０．０００円献金しました。後は、アジア保

健研修所、PUD協会、ミンダナオ子ども図書館、その他に献金したいと思っていま

す。それぞれHPがありますので、是非開いてみてください。 

 

☆園だより２月号は「造形まつり号」となります。 

 

☆３月２５日は「新中学生」の同窓会を行います。知り合いで、来年度中学生になる

卒園生がお見えでしたら、声をおかけ下さい。後日、全員にお手紙をお出しします。 


